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Figure4:80とmの関係
1/Tl とm との関係｡回復速度が大きくな 強度の下限と指数の関係｡Bo>2･0でm -
ると一定億に漸近する｡B｡-1.5の時には 1.66となっている｡但し､(1/Tl=0.5)
m -1.99(1/Tl>0.4)となっている｡
フラクタル性の成立している範囲で､1/Tlに対するmの億をプロツとしたのがFigure
3である｡この時､80の億が1.6,1.7についても一緒にプロットした｡ひとつのm を得
るのに､時系列として80000ステップのエネルギーの分布から得た億を5個平均してい
る｡これによると1/Tlが大きいところではm の億はほぼ一定億になる｡
3.2 Bo.とm の関係
回復の速さ1/Tlが十分に大きいと､1/Tl依存性は無くなる｡そこで1/Tlを0.5に固定
して､強度の下限値 β｡とm との関係を調べたものが､Figure4である｡Boが2.0を
越えると､m は-定借になる｡今の場合m=1.66である｡これは偶然だが､実際の地
震のエネルギー分布の指数と一致している｡
-676-
｢複雑系5｣
4 議論と展望
地震が担こりはじめにその大きさを知っている場合にもエネルギーフラクタル分布を再
現することが出来た｡そのベキ指数は広く一定の部分を持つが､変化する部分も持つ｡
ベキ指数が一定の領域は定量的には解析できていないが､定性的には回復の速さ1/Tl
が大きく､地寮による強度の低下B1-Baが小さいところということが出来る｡このこ
とから一定のベキ指数はβ｡-β1の時の解析で行うことが出来る可能性がある｡
このモデルの結果から､一定のベキ指数を持つ領域の特徴として地簾によってエネル
ギーが解放されても､極端な応力の低下は無く､強度の回復速度は十分速いということ
が示唆される｡
このモデルに含まれる他のパラメータ(系の大きさ､広がる範囲を決めるパラメータ､
写像のパラメータ)は指数に影響する｡これは素過程や広がり方などをもともと定性的に
しか与えていないことを考えるとやむを得ない｡しかし､これらのパラメータに対して
も上に述べた定性的な特徴が当てはまることは示唆される｡
本研究の発展として2つのことが考えられる｡一つは系に粘弾性的(拡散的)な相互作
用を導入して余震を起こし､広がり方や強度をパラメータとして余震に関する大森公式
に対して本研究で得られたような広い範囲での一定のベキ指数と変化する指数部分を持
つかを調べ､エネルギーの指数との比較を行うことである｡
もう一つは本研究のモデルではあらかじめ設定されているエネルギーの広がり､強度
の回復､断層の形成などをもっとミクロメ卑ニズムから組み立てることである｡すなわ
ち岩石のような強い不均一性を持つ固体に対する破壊力学を作ることである｡
これらはフラクタルとメカニズムとの関係を調べるうえで重要であるが､前者は後者
の裏づけが無くては完全なものとはならない｡今後はこの方面の研究も進める必要がある｡
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